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菌類社会学の方法論について(][ ) 

一一土器悦および発酵性!商生菌類の分布様式一一

間部宏秋

Studies on the Myco-sociological Methods (II) 

…一-DistributionPattern of Autochthonous 

and Zymogenous Saprobic Fungi-一

Hiroaki OKABE 

喪 同
日

土波微生物は，土器および発酵:性問類に大別されるが， ζζでは， )潟生性r!si矧(リタ一様盟、閣

2穂，地問楼息鴎 3瀦)そ対象としてこれらの子実体発設の経時的な拡散とその1議院の違いにつ

いて調べた。さらに接穂実験によって子実体分布の拡散を検討した。

1. 土器性リター棲息保1

a) 基物の穣獄

リタ…の穂類(器物)と土務，t~菌類(ヒノキオチパタケ，オチパタケ)の関保は次の 3 :i諮りが

考えられた。!Jfnには特定調の発生が高い恭物である。乙 ζでは部分的に分布するアヤビの諜に

発住したヒノキオチパタケ，普遍的lこしかも多滋に分布するヒノキ球よ誌にヒノキオチパタケが発

現した例が相当した。郊2には，務の発生1TJi1t設のあまりない禁物である。ここでは両闘が普遍

的にしかも農協に見られるアカマツの諜， ヒノキの小枝 lこ発現した例がキm~ した。招 3 !ま発主主に

関与しなかった器物である.ここではヒサカキが比較的多く見られたにも拘らずi商閣の侵入対象

とはならなかった。

b) 空際分布

ともに，不規測なノマターンで，コロニー単位，あるいは個々の子災体単位で拡散してゆくよ

うであった。その分布様式は弱皮の集中斑がランダムlζ分布し集中斑内部もランダム分布であっ

た。およその築rjJ斑の大きさはヒノキオチパタケで 156cm2，オチパタケでは39-78cm2であった。

発生誌の伴変化が小さいプロットの拡散様式は両法]ともにほぼ同じであったが檎械の激しいプ

ロットでは多少の迷いが見られた O

2. 発防性枇肥桜息i基i

3穏ともにリター棲息閣に獄似した拡散様式そ示したが，拡散3ilil立は，明らかに奥なった。?

Jレミノヒトヨタケと C.sp は交錯した分布領域を保ちながら拡散したが，クズ bトヨタケは，他

者とはっきり分織していた。分布の集中性は，土器性陣より明白でクズヒトヨタケが0.03，0.25 

m2，他 2者はO.01， O. 25m2の2m集中性を訴した。

3. 接様災験による拡散

j主題後，最初は会ブJ位iと拡散したが，その後の確認は出米なかった G しかし各方位I協の拡散迷
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度ば一定とはいえなかった。

1.はじめに

T!fii類社会の構成，構造の解析艇は近年多く見られるようになってきた。なかでも小JlIが継続的

に行なってきた微生物住態学的翻斑11では徴金物鮮におけるおのおのの績の競合作用を明らかに

し， i箱根闘の位置づりを行なった O そして，その独闘の桜息値域が見られることなどそ，マツタ

ケ2) およびその近縁穂3)，4) ，5) のシロ分析によって例経した。また，従来の子実体だけを扱った閣

社矧会学に!基i糸{本の形態，~活形分鍛などを加え多部的な扱いを試みている引 o

この抱闘類社会学的な方法論には綴々の試みがなされており，なかでも発住場所に一定の錦準

が置かれた例1)，8) ，9) ，10)がたびたび見られ，今後も期待されよう。小JlIれも発生基物の取扱いを設

嬰拐している。閥郎11)らはあるリター桜怠闘が特定器物の分布綴度lζ影戦地れずその器物IC対し

て…定に近い発生本そ認めているo

とこでは器物もしくはその供給の巡いが分布機式にどのように反映するか検討した。

一般にj南住性説ITl認と裁物との関係はニiニ弱性，発静悦の 2区分が考えられる。 ζ こではI持者の例

としてリタ一級怠ïißî.後者として取JJ~i定患i誌をあげ，さらに硝栽培床で発隊出から按寝実験を行

なった。前2者・については拡散・穏間関係を，接種実験では拡散について取放った。

各対象除lの;f!1Il告は以下のようである。ワター楼息Iゑ!として次の 2植を対象とした。 Marasmie-

llus cha押wecyparidis(Hongo) Hongo， ヒノキオチパタケ (MC)，と Marasmiusandrosaceus 

(Fr.) Fr・吋庁チパタケ (MA)である O ヒノキオチパタケは一部生態学的特数が明らかにされて

いる 11)。オチパタケは生翌日学的および地理学的分布について紹介されている o

次iζ発静的な闘j伴としては Coprinus~rriを対象とした。発生に使用した誌l床からは 4 鶴見い出さ

れたが C.cinereus (Fr.) S. F. Gr・ayは説的lC少ないことと紘怠鎖域が誕なっているものと見な

し対象は 3穂としたα

C. lumurae Hongo et Aoki.マノレミノヒトヨタケ (CK)， C.ραtouillardii Que!， クズとト

ヨタケ (CP)， C. sp， (CS) いずれも強態学的な務見はほとんど見られない。さらに按額災験で

は Agaricusbi.ψorus (Lange) Sing.，ックワタケを対象とし商業用闘栽培床に接種した。

上記3例ともに子実体の発投，位授の動態を調査まし， リター抜息i揖については子実体が発位した器

物の穣類をも翻資した。
持

当日間分布の解析には IwaoI2
)，13)の m-m 関係を利用した。 この解;tFf法はi苛…の{闘争jqf予もしく

は閉じ裂の生活形そ有する1t下W;lこ対して有効と考えられリター縫息幽，ヒトヨタケ群に対してj羽

いfこ。

本調査に際し， risi #&~告沫を快く提供していただいた京都市伏見詰桃山水野左近東町，殺本義臨

闘，森本犠氏IC深く紺訟を表します。また京都大学演習林本音Il試験地， J二賀茂試験地の皆様に浮

くお礼申し上げます。

2. 調査地概汎

1. ヒノキオチパタケ・オチパタケ調査地

京都大学上賀茂試験地，第22林綾のほぼ南北iζ走る~t尽な尾根筋lζ{立捜し(標高160m)，上閥*



10 

;……ー………一一一一一九

C，obtusa 

P. dc-nsillora 

Fig 1. Plan of crown proiection 
around plots in Chamaecytaris 
obtusa chief1y and Pinus den・
siflora forests. Here was very 
nearly plane nearby top of lhe 
h ill. 
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Fig 2. Upper: Floor for making 
Coprinus populations occur. 
1'h号 bedwas 2x3xO.2(H)m. 
Lower: Position (A， B， C) of 
the point of inoculation. 1'his 
building was a haIf-undergro働

und brick house and this room 
was one of that compris♀d of 
two compartments. 

はとノキを中心にアカマツと混交した天然生二次林でiifi高木

般にもヒノキが多く，ゴンゼツ，ヤマウルシなどが続き，低

はヒノキ，アセビ， ヒサカキなどが多く，ヤマウノレシ，

スノキなどである。ニヒ域型恥裂の;待感な場所である。 Fig.1

!こ治すプロット A-Fは樹j託投影閣に示されるアカマツの近

くのとノキ樹下にそれぞれ故躍する。

Ao簡の深さはプロット人>B>C>F>D>芯の)lji'lで A，B， 

Cは L，F贈を有し落誕の堆樹レやすいIlf!型微地形であるの

に対し D，芯， F!まL胞だけで F)認は少なく， :5j7.J廷ではある

がゆるやかな!日型徽地形である。従って地形および A。
布についてよ紀の 2院分が可能のようである o

会プロットともに L胞にはアカ?ツ溶誕が見られ，諜浪，

鱗j十葉をつけたヒノキ小校と出成し L)c雪上高I1を形造っている。

L;滋下部にはヒノキ諮片主主がLíf~輸する。他の 1卦131による各プ

ロットへの彰響は次のようであった。プロット Aではヒサカ

キがプロット内被捜20%，Bでアセビ80%，Cでゴンゼツ10

%，地!ポlと嬉小なスノキ109百， Dではアセビ509百，誌ではヒ

サカキ30%，コパノミツバツツジ1096などが低水間に見られ

る。 Ftこは特lこ見られなかった。

2. ヒトヨタケj諮関経地

京都大学協調林水部試験地内lζ設けた。 臨床は，公営消抑

工場iζ投躍されていたデンマークのダノ社製チューブ式生ゴ

ミバfUJI:l製造設設(依称)より得たlifUJ記(コンポスト)を技用

したっ 1971年 6月上旬にこのコンポストを 2m3購入し，2x 

3 xO. 3(日)m Iこ tì~Jニげ司王Jfl. 1こしT;fj)去として自然発生を待った

(Fig.2) 。日ミ ïfli の ~~tい乾燥そ rl1Jぐため j河簡は起物，羽根のあ

る場所でケヤキ大経水樹冠下に設躍した。ケヤキからのワタ

一(特に !:k:ÿ~) は発生!こ と考えられたので地上

1. 5111 !こ白色怒冷紗を用い発生成を被い除去した。

3; ックリタケi開設地

京都市伏見限桃山水m予定近東UIJ，森本謎除i閣内のツクザタ

ケの底内裁培沫 (Fig‘2) を使用した。この鶴物は総レンガ

りで 2裂からなり半地下式椛迭でj語気性もよく考成されて

おり築後50年余を経ても栽地の巡1五条件ぞ終えていると}Aわ

れた。災践に栽培する接穂i密度は約 7.4点/η}2だが，子実体

発生を放射および円周の 2方向でli{lI認するために，接溜裕度

1.1点!¥n2で 3点i7i!糧cr.盟 A，B， C)とし各点の接触を避ら

せた。脊tJJが冬期で力11銘ずる必3さがあり聞に治すようにヒ

ーターが悶かれ，通路方向lこ灼!突が&授する条件となり，中

央通路側の A，B 点は発したが C)誌は~t1JU端に位院し抵認

であったためか，その発生がきわめて少なかったので調査

を取り止めた O
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3. 調査方法

1. ヒノキオチパタケ・オチパタケについて

1975'9さから1977年にかけ 5月から 7月を約20日間|筋で翻資した。この澗畳間隔は軟質閣では一

般に 3........5日が設立:しい草}とされるがiITuiお共にそのT1sii険，柄は強制で発背後約 1ヶ月はその盗

をとどめており発信の控設機認の際，ヱh名門字物理的なJ削誌による消失も少ないため調査に支障な

いものとした。鵠資回数は1975........1977年までそれぞれ 4，3， 4闘であった o Fig.11ζ示すプロッ

ト(0.5XO. 5m)内の子実体の発生位説および発住した基物を離類別に紀磁した。なお， プロッ

トA-Fでの雨対象閣外の発控は， J~j問中ア 1) タケほか Cordyceps spの計 2個体であったため

除外した。

2. ヒトヨタケ鶴について

1971年 6月上旬に設定したプロット内の子災体発強位盟関を作った。発生は 7月3'""5日， 8 

........10臼でζ の前後は不発生か少最であったため縮査は中氏した。

翻交は務当i誌の発が夜間でさらに数時間後IC窃己消化するため午後 8時頃から12時泣くにか

けて行なった。

3. ツクリタケについて

1971'9"-8月下旬に設けられた闘栽培床を使用し11月中旬に Fig.2Iζ示す位置 (A，B. C)に接

した。接穂後lま適宜水散布を行ない成熟子災体およびi議床義国に発生した子災体j思議の位践を

紀錬した。調主主期間は1972年 1月から 3月中旬まででほぼ20日の翻蕊閣総でこの間i揺は成熟子央

体(間余後ヒダの色が十分に県鴇色となったl時点) を確認するための JUJI'INJ!と塁手しい。調資は I

(1/14)， rr (2/4)， m (2/22). IV (3/15)そ4J明として扱ったo IVJ割以後の鵡査は， r諮糸の{市
長が栽培床側部に安IJ述したと判断して中止した。

4. 結果および考察

1. リタ…棲息詰iの器物への対応

一毒物の槌矧と子実体発住の対応一一

ヒノキ;tチパタケ，オチパタケは両者ともに線状[議糸束状のiお1f号を有するところから，その器

部の器物への述絡がはっきりしており， に見分けられるοTable1には

プロット A-Fおよび発生年別に器物日'""j tc発現したとノキオチパタケ (MC)， オチパタケ

(MA)の子実体数を示した O

各プロットどとの器物の種類とその鼠:的関係は次のようであった。ヒノキオチパタケのな器

物の盤的分布はプロット Aで c>a中 b>e，Bで c>a点 g注b>e，Cで c二三b>a，Dで c>g>b

a>e，全体 (A… D) では c>b~a>g>e と考えられる o な 5 種の基物のうち g (アセビの諜)

はアセビの分布が低水!留に位慨することから林内では不均一な;"ッチ状lζ分散していると考えら

れ，ヒノキ，アカマツ俊勢下では一般的に c>b手a>eのような分布となっていると思われる。

しかしとノキオチパタケは針樹林に多く見られもものの，条約二によれば特奥的iζ広葉樹の落校

に発生し，しかも子実体が大きく，多く，集中的に見られることからこの閥特有の拡散条件があ

るかもしれない。プロット B，D におけるアセビの分布はヒノキオチパタケの拡散に強く影響し

ているようである O

議物分布は抗ii取作業を行なわなかったためその分布践を恭すことはできないが， Ao J濁分布，



Table 1. Changes of the number of sporocarp of Marasmiellus clzamacyParidis， (MC) and M'ara~mius androsaceus， (MA) by difference of substrates. 

Plot No. obYs芭eravraioif orl 
a b c ζ  e 1 '1‘0tal 

MCIMA M仁 MAMC IMA IMC IMA M仁 MAM仁 MA MC IMA MC IMA MC IMA MCIMA MC I MA 

1 975 3 1 4 12 g 1 1 29 6 

A 
1 9 7 6 10 9 48 1 2 3 71 2 

1 977 24 1 23 5 48 2 14 1 111 7 
Total 37 2 36 5 I 108 2 24 4 1 3 211 15 

1 975 21 1 告 3 9 4 8 1 5 3 37 2 92 12 

B 
1 9 7 6 25 1 9 1 58 2 1 2 21 117 3 
1 977 36 45 2 29 1 2 8 1 15 1 136 4 
Total 82 2 63 6 96 1 2 4 18 2 8 4 73 2 1 345 19 

1 97 5 1 1 9 4 8 3 1 21 8 

C 
197 6 2 2 2 2 30 3 1 2 39 5 

1 977 20 3 33 1 17 1 3 1 74 5 
Total 23 8 44 7 55 1 9 2 1 2 134 16 

1 9 7 5 1 8 7 5 5 1 2 5 3 6 1 4 1 21 28 

D 
1 976 8 3 44 3 4 1 15 1 76 3 
197 7 14 8 29 11 17 4 2 3 13 1 1 21 2 9 106 29 
Total 23 16 39 16 66 4 2 7 19 6 2 3 42 3 10 4 1 193 60 

197 5 20 27 3 1 11 2 1 2 68 

E 
1 97 6 4 2 11 3 5 25 

1 9 7 7 41 34 23 10 5 113 
Total 65 63 37 14 21 2 1 2 207 

197 5 42 38 4 4 5 2 1 1 97 

F 
1 9 7 6 1 1 7 3 12 

1 9 7 7 13 18 12 2 l 46 
Total 56 57 23 6 9 2 1 1 155 

1 975 26 73 29 77 34 7 10 22 24 7 12 43 4 2 5 3 2 163 217 
Total 197 6 45 8 23 6 I 180 18 5 10 12 3 36 1 3 2 303 50 

1 9 7 7 94 66 130 71 111 41 G 15 38 8 2 1 36 2 9 1 427 204 
Sum total 165 147 182 154 325 66 6 31 70 43 12 13 115 s 12 5 4 3 2 2 893 471 

a: Leaf of P. densiflora， b: Small branch (part of the apex) of C. obtωa， c: Con芭 ofC. obtusa， d: Stripped bark of P. densiflora， 
e: Branch (diameter 3 to 5 mm) of C. obtusa， f: Small branch (part of the apex) of P. dellsiflora， g: Leaf of Pieris japonica， h: Small branch of 

Pieris. japollica， i: Small branch of Lyollia elliptica， Rlzododelld問 11 柑 ticulatumand Eurya japonica， j: Petiole of Acanihopanax sciadoplzylloides 

and Vaccini世間 Oldlzami. 

トー‘
トコ



L/N 

Table 2. Comparison with substrates of broadleaved trees (L) and 
coniferous trees (N) that both fungi occurred. 

MC 

MA 

A 

3/208 

0/15 

B 

76/269 

0/19 

C 

2/132 

0/16 

D 

52/151 

8/52 

E 

4/202 

13 

p 

4/151 

f底水閣の分布などからも額識はできる。 Table2は利用可能な器物に部迷した，もしくは利用し

得た閣はその場所の分司令に大きく影響している ζ とを示している。

オチパタケの2毒物の分布はプロット A，B， Cと D，E， Fでほ分できる G これは Ao閥，徽

地形とに対応しているようである O

会体としては a中 b>c>e>dでとノキオチパタケとは el，bと C の位置が逆紙している。

以上から， jifij簡は，それぞれの級怠領域を生物学的投路方法のみで拡散依J濯してゆくのではな

くん腐の変化1(，また(微)地形に敏感に皮むしその拡散の可能性を探っているようである。

そして， Ao }I悶を構成する裁稔の紐識と，米，生活している駆との作用により拡散の不， 可が

決定するものと思われる。前述したようにヒノキオチパタケはアセビの諜に強い対応を示したが

一方のオチパタケはいずれのプロットにおいてもア々ビへの対応は見い出せなかった。針葉樹

系 (N) と広紫樹系 (L)の対比は Telble2より次のようであった。ヒノキオチパタケのプロッ

トA-Dの平均は0.18，アセどが多最に見られる B (プロット内被度80%)は0.28，D (50%) 

は0.37と潟く，アセビの分布しなかった A，Cでは0.02，0.02と一致して鵠い。ちなみにオチパ

タケのそれは E，FそれぞれO.02， O. 03で，アセビの分布しない kノキオチパタケ俊占院に等し

い。以上のように，広梨犠i系2毒物の仁いでアセピへの対応ははっきりしたがプロット A，E におけ

るヒサカキの被皮20，30%は{何等の影響も見られず，調滋!の選択性が見られた。

一般にワター綾j題、:識が供給された有議拾に対し住理約五組条件をf持たすことは自然界ではそれ

ほど智通でないようである。しかし生態的な条件がある怨度強うことはたびたびJl!.られる。 ζ の

ことが当てはまるとすれば，組問の競合作用が起きている慌で，ある離の坐閣!的袈求!Jtを満足さ

せる2毒物が艶供されたとしたら，そのおーに主主じてい ることが予測される。

次に針葉樹系の法物への対応の仕方は次のようであった O ヒノキオチパタケでは，ヒノキに対

するアカマツの比率は0.32，オチパタケのそれはO.73で明らかにヒノキオチパタケはヒノキの絡

器官を，オチパタケはアカマツを器物とする傾向が見られた。前述したように，ヒノキオチパタ

ケとオチパタケの ζ の区域での器物への対拡には，とノキ球泉およびアセビの誕の前者への影響

を除けば，両簡ともに給対泣として松葉，ヒノキ小枝にほとんど授が見られなかった。 ζζでは

この 21'¥liの器物がL}討にもっとも多い ζ とからも ζの桜怠領域を綾合的に利泊する可能性が考え

られる。そして，このような状沈下で，パッチ状分布のアセビ，

特定鴎の発住が見られたと表現できょう。

分布するとノキ球楽には

他方，林内における述年のリター供給認:は各諒1ぎによって変動111誌を異にし，またその分布は栄

養器官が樹mr-F，j諮問による授がられ繁揃器認が{山本ごとに，年によりな有されるとされてい

る14)。しかし小さな広域 (0.5XO. 5111)内の分布{対決J:iliJ院に変化のない限りー械に近いようであ

る。とすれば，そ ζに生育すること務的なJお佐伯:小規軟禁闘は ζれら法物に対応した分布様式を持

つことが考えられるo ここではその器物の供給の代表がアカ?ツの躍でありとノキ小説であるo

間闘が根状繍糸来による特典的な拡散方法を採るととが考えられるととで， L 筋肉に分布し;1t~

物との対Iitがどのような機式で表わされるか次に述べる o
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2. リター桜怠の空間分布

1) 発生散の年変化

Table 1 から~埼í~H の 3 年間の変化はヒノキオチパタケでは増加傾向が見られた。オチパタケば

1976~ドK. プロット C で変化のなかった例を除き1975 ， 1977年の平均綴に対して24.6:1:10.5%の

発主主にとどまっている O ζ のオチパタケの備については1976年の採集担i数が 1随少ないことと，

ヒノキオチパタケが 5月中にそのほとんどが発生するのに対しオチパタケは 6月から 7月にか付

て多く発生し，その発生にはヒノキオチパタケほどのピークがないととによる線終の結果か，発

生の周期性によるものかである。乙の点については，今後の課題とするが少なくとも1975年と19

77年のオチパタケの発生がプロットどとに最fねな変化が.~られることから，観察回数が少ないた

めだけとも雷えないようである O 気象袈閣として， リター掛息闘が L関でもっとも敏感な水分条

件，すなわち降水i誌について 3ヶ年の 1mm以上の|浄水廷の臼変化と発抵の日変化を求めたが

有意な倣は得られなかった。

ヒノキオチパタケに対するオチパタケの盤はプロット Aで7.1%，B 5.59五， C 11. 9%， D31.1 

%で A.Bはヒノキオチパタケが慢出し， Cから Dにかけてオチパタケが増加した。 DI立3年

閣のオチパタケの先住がヒノキオチパタケ増大に対しほぼ変化のないことから両者の競合!支が強

いものと考えられる。

2) 空間分布とその動態

* 訪問分平行における分布集中践の解析方法についてはお10r・isita151，山の 16i法や Iwao131，141のm-

m関係が考えられ実際他で検討したと ζ ろ，扱いやすさ，指数の利点が効泉的であったため後者
捕

によって解析・した O 使用した指数は I刃向m関係から導かれた ρ，r，ωの名指数である O 。ρ指数は

集中斑の近般的な前H去を示すのに用いられ，コドラートの大きさがコロニ一部績を越すとき怒に

減少すーることを利用し示す。また ρgr・aphでは近接コドラート閉の相関々係がないときは開催

を，況の相関であれば増大し，負であれば減少する。さらに築中胤内の分布型，集中斑の分司令裂

をも示唆しうる。

y指数は分布の設なり皮，加は独立に分布するとさきを器準lこした相対的なliなり皮である。 r
lま完全に 2趨問が設なるとき最大 1，五いに排他的であれば最小倣 Oとなる。

ωは完全に盤なるとき最大儲十 1，独立のとき 0，完余に排他的であるとき最小億一 1となる。

1waoはそれぞれそデノレで検討し，実|擦に， grt;，植物の分布で検討している O また r，剖につ

いては 9通り (TypeNo. A'"'-'I)の分布モデルで検討され，ここではこの名裂を近{以彼として利

用した O

日) リタ…桜忠閣の当日間利用の年変化
* i苅閣にはm…m関係を使用ずるよで次のような条件および分布に影響する生活形が考えられた。

1. ;1j!;qおの供給はすべて終下による縦方向からの供給である o

1.・ ヒノキオチパタケは白色線状臨糸東で発生年の夏期末墳に枯死し，オチパタケは議色多

年生。いずれも L賂内に分布する。

1. 阿部ともに L関上で子実体発生する o

1. 両閣ともに探i傘， T来jj符の大きさに大きな設はないの

1. 五いにほとんど鍛蝕した2毒物に発生する。

1. 間関ともに子実体発症後約20日程度は子実体が間欠ずおことはなし」ヒノキオチパタケ

の蹴柄はその後j泌蝕消タとするがオチパタケの除I傘はil~炎しでもその|矧閉ま多年住で，

合によっては，そのi話柄からまた子実体形成が行なわれることもある。

1. 両r~îの発生ピークが 1'"'-'2 ヶ月ずれる。
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以上の条件はほぼ同じ生活条件，間じ発現状態をほぼ満足した o 随分布の年変化を近接年，陥

年でそれぞれを対応策聞としてとらえ， r， w-graph (Fig. 3)によって検討した。プロット (0.5
* xO.5m)の綾小コl-'ラートは 111024m2とした。闘の 1"-'JUHまI組が1975年を mx-mx，1976 

4ド TIy-my，rr組がそれぞれ 1976，1977年目指1が1975，1977;'1~の組合せとし若手プロットどと

の年変化を表わしたの Nはヒノキオチパタケ (MC)，オチパタケ (MA) のそれぞれ 3年間の計

で期間分布を表わした。 Table3は Fig.3の各プロット各組について Iwaoのモデル14)への;;fr

訟を強綿するために設けた。本印はそデJレとは少し離れていると考えられ，一印はモデルiζ該当

しないものとした。

それによるとヒノキオチパタケ，オチパタケの諮問分布の拡散方法は，おおむね不規則なパタ

ーンで分離を繰り返す (H型)のように受取ることができる。しかしランダムな分布の繰り越し

(A型)に近い状況や，ランダム分布からコロニ…的に分散する (C型)方法なども11告示される。

プロット 8のヒノキオチパタケは良くまとまったラインを示すが一見G援に近い形状を示す，こ

れは弱いコロニー状の拡散が考えられ前年度に対し設ならないような拡がりを持つようである。

このi;gjの拡がり方は，線状I絹糸来の扇形的な拡大方法を繁栄した総泉かもしれない。

一方オチパタケはプロット E，Fで日現によく接近した。年変動(工， II)， I綴&fg芝滋(貰)

lζ大きな控逃が見られないことは発生数lζ奥常な値のないことと無関係ではないようで，少なく

ともこの話;域では安定的な鮮躍の代表伊jと考えられる O これは， )単に bノキオチパタケの発生数

が増加舘向にあるプロットの拡散方法がほぼ狂恕傾向を示すものの不安定であることと相関が

A ト

t i m75WS  

11.ー一一.X:1976 V:l宮77

1 ボポ る.' 111-一一~叩 X:惜75 Y:1977 

。与4三』
_.-.- 〆白『 白F ・-t ~. 

玩一 一 ir

E イト
〆シ

/白....グ

立がふん〆，.'〆

F 

〆......:.//';;'::

〆7
/ノ/

、\九}mwJ//ず./'~

IV市町一一一-X:1btat凶 V:To!aIMa

Fig 3. Dispersion pattern (l-III) and interspecies relation (IV) of litter叩 inhabitingfungi. 1wao's 
r-index indicates the d号greeof overlapping， and ω-index indicates the degree of spartial 
correlation or of overlapping relativ邑 tothe indep芭ndentdistributions. 
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Table 3. Approach of each line to Iwao's moddel (Type A-H) 

Plot A B C D E F 

A* 日 H移 G H H 
Combination of year 立 狂* H H* G H H 

][ C* 日 H本 H H 

Type A: Indεpendent mixture of random distributions. 
Type C: Independent mixture of a random distribution of individuals with that of colonies. 
Type G: N告gativeassociation of two populations due to density gradients in the opposite directions. 
Type H: Negative association of two populations being segregerated in a irregular pattern. 
ホ:A certain degree of simi1arity to the model may be obtained. 
一:Not corresponded. 

ありそうである。時閣の離間分布はプロット Dにおいて強く見られ， 同臨l立五いに逆方向1ζ密

度勾配を示し(G型)，その1江総はIi.いにほとんど排他的でほとんど設ならない状況を説明してい

る。すなわち， 1年ごとの拡散は G裂で鰯年的にはほとんど排他的であったo 1つのプロットの

みで多少資料不足ではあるが，年変動と両磁の境界領域の1多数が考えられる。

b) 空間分布

Fig. 4 !ζ示す p-graph~まプロット A-F 号去年度別(I -JJI) に表わし，さらに IVはその合計

値で蕊わし， Vはプロット Dのオチパタケ (MA)の3年間の合計俄， VIはプロット A，.....，C，E， 

Fの平均値で描いた。

pイ底l立総度上昇につれその披l揺が小さくなる性質があり 12) ここでは年i段差の多少， もしくは

絶対敢による ρ俄のゆれが説じているものと思われる。

ヒノキオチパタケ楼2:i誌における p似のコドラートの大きさに伴なう変化は1/512m2あたりに

減少傾向が見られ 1/256m2で最小引責任i透過し 1/32，.....，1/64m2でピークが見られた。およその集

中斑lま156cm2と考えられる。

オチパタケの最初の減少閣i旬は， ほぽ 1/512m2で殻小似を示しその後 1/64，.....，1/128m2でどー

クが見られ，従っておよその集中斑は 39，.....，78cm2となろう O 分布様式については，ヒノキオチパ

タケ俄占区 A，B~ま，弱皮のコロニー化を保持しながらランダムに分散するようでありオチパタ

ケ般市区 E，Fは，全体的には前者と同様であるけれど1976停では発生数が少ないこともあり一

機分布に近い状況を去した。

3年間の合計で表わすとプロット A，B， E， Fともにコロニー化は消滅した形となり，個体

の集中が見られる裂となる。これは前述した不規見JJなパターンで繰り返し分燃する拡散方法を誕

付ける内~となっていよう。つまり， 3年間の拡散により，各年混成した繰り返し分散の結果で，

弱!立の戸ロニ…化は消滅したように見られるためと考えられる。プロット C は，傾向としでは

A， B!乙翻蝕するがややコロニーに築r:jJ倣が見られることが判る。プロット pではヒノキオチパ

タケは向織の傾向が見られるが，オチパタケは， 3&手間の合計ではあるがランダム分布するよう

である。

これらいずれも弱皮のコロニ…化が見られる所ではそのコロニマ内部はランダム錨i匂が見られ

た。総合的には多j廷に分布する場合に，弱皮のコロニーイじが見られ，少量発生の場合は，コロニ

ーは消滅した型となり側別的に弱j交のコロニー，もしくはランダム分布するようである。一般的

には分布が鉱大方向にある場合は集中波が強く，設定方下部ではランダム，もしくは一線分布の方

向に近加させられる傾向があるといえよう。
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3 

ヒトヨタケj潟のマ Jレミノヒトヨタケ，クズヒト

ヨタケ， C. spを対象とした。 31illは分布解析を

行なう上で次のような条件および分布に影響する

主主活形が符えられた。

1. 3溜ともに生活上の利用空間をほぼ全容し

くしている。

3穂ともに自己消化を県出点熟後まもな

く液化する。

3躍の子実体発生期間はほとんど同時期

である。

発生悶床 (1毒物)は良く混成されたコン

ポストで均質に近いと考えられる。

子実体の大きさは 3離に大設ない。

300 

土問思楼患磁の空随分布3. 

C， kimurQ~ 

c.， patouillordii 

綴鐙盤 C.cinor，如$

畿畿繁繁 c時

2∞ 

i制

1. 

)，防

Fr・巴quencyof Coprinus on compost. Fig 5. 

1. 

1. 

1. 
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1. 発住f訟の日変化

発症状況を示した Fig.5から 7)レミノヒトヨタケは 7)g3.4日が. C. sp は4，5日がそれ

ぞれの発生ピークでn有者はわずかにずれている。クズヒトヨタケは誕の発生i設に従隠する形で

少鼓認められた。 会議の発生期間はわずか l週間に集中しておりその関 6.7日の先生は Oでこれ

は7月3""5日の降水散がOで気誌も上昇(Sjl.均300C) しi刻沫が乾燥したためと考えられた。そ

の後7月6""9日に降雨が見られたためわずかではあるが発生した。

2. 空間利用の羽変化

拡散の状加を日変化で表わすために r.w-graphを使用した。 Fig.6の J(A悶)!C: i該当 3離

* * の発住i廷を 2区分し得るように翻殺し，始めの発生をlTIx-lTIx. 後区分をmγlTIyとした。各i芸分

は7 )レミノヒトヨタケ・クズヒトヨタケが7/3と7/ふ10，C. sp.は7/3，4と7/5-101こ区分した。

クズヒトヨタケは，ほほ H裂を文持している。残る 2協はほとんど潤ーの傾向を示し日型に近

叫するものと考えられる。ただし rが01ζ近く，剖は-1に接近しており，ランダムな拡散方

法を見せるが底分どとの翠なり!立は少なく，排他的でさえあるようである。

3. 灘間関係

穏11立鵠係を表わすために r.ωj町旨数を用い. 3醸の相互関係を Fig.6のK (お悶)iζ示した。

…X:拘 Y:ず4-10(C.抑 toulllQrdid …・…..X: C. kimurQe Y:C. sp. 

-'-'-"X:げ3V:物悶10(C. kimurQe) 一一一 ..X:C.klmurQIt V:C.pa蜘 il臨時li

… X:ず3.4Y:ガ5・10(C. sp.) ー……-X:C. sp・ V:C. patouillQrdll 

a
T
'
"
r
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//JdGJrf 
.........メfニφ/

24と:ニマfg戸

1 τ¥r * 
Fig 6. T・ωωgraph: Dispersion patterns and inter‘species relations of compost“inhabiting fungi. 

Left: Dispersion pattern of each species indicated by roughly two (X， Y) division of 
th巴 occurringamounts. Right: Spartial patt邑rnsof interspecies. 

7)レミノヒトヨタケと C.spとの劉係は G製に近似、し. ~母方向 lこ浴皮勾配を持った相五関係で，

r. 削{政が G~をより少しほい{簡を示すことから， j;1:tなりBtもほい。すなわち互いにかなりはっき

りとした占有望簡を持ち続けているようである。一方クズヒトヨタケは他 2 縄と不規則に分間!I~

(H型)しているが， 汲小1rEIがそデJレより低いことからその分離!交はよりはっきりとしているよ

うである ο

4. 分布

Fig. 7に示した p-graphは，前述した 21芸分(I， IOとその合計(lIOおよび会種の合計

ClV) で示した。クズヒトヨタケは発生J~J間前後においても合計値としても剖じ傾向を示し，
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Fig 7. p-graph in each step of th邑 occurrence(I， II)， each species， and total species. 

0.03， 0.25m2 fζ集中主誌を持つO マノレミノヒトヨタケとc.sp は鎖{訟の傾向を持ち 0.01， 0.25 

1112 におおよその築中斑を持つようである O 会議 (S)の傾向は7)レミノヒトヨタケと C.spの

傾向が!又映されているようである O 分布型としては，クズヒトヨタケのコロニーはランダムに分

布し，イ也 2者のコロニーは集中分布する傾向が見られ，向型ともにそのコロニー内はランダム分

布していた O

4. j童謡例による拡散

自然界では発生点からその拡散を経時的にとらえることは離しく，特殊な例，たとえば強った

閣総形成が見られるときなどでその経時的な拡散，およびその迷皮などが主uられている))。 これ

まで述べてきたようにリタ一般息調，取組綾怠i羽ともにその拡散方法が不規則な分出ltの繰り返し

によることが偶然の一致かどうか検定できないものだろうか。ここでは他聴のi影警撃を排除した上

でその拡散について調べた。当実!践例は条{Ll:的にはlflUJ巴1実感閣に使用した簡保に揃{以ずるツクリ

タケの~.主i古・}~(を使用した。

桜閣後約60日後から I"-'Iyj羽として20日間隔で，子災体発生とi詰iblミ表部lこ発した子災休日衣装

(以後，際法)についてその位註 (Fig.8， 9) を記録した。 ζ の原裁が磁]51ミ表部に発生するこ

とはずえ域家にとっては好ましいことではなく，ぷ散布に問題があったように体験上説明されたo

Fig.8の接続No.A， Fig.9の按碕 No.B共に…yllq~方向が中央道路側であり， ζ の方向に拡

散したのは，生対期が冬期のためヒーターによる怒懇であるように思われたo Fig. 8， 9 ともに

は子実体(x)，原基 (0)の合計で，右閣は子災のみで拡散を表現しようとしたものである。

障に示す名ブロック(納破線で踏んだ区域)は発症段階別(1 '"'-'IY)と同段階で lつのまとまり

を人為的にグループ分けし A，，-，Drζ思分した。孤状の~線は各ブロックの放射方向の平均拡散平

均値で破線はその12j準法{Il!(oNo. Aでは TLI1U羽が欠けた。 No.入の Iは各ブロック別およびそ

の全体(この:手均拡散平均値は， jJ3状の破線， ~限幣i呉泣1Ð~: はおI1ì製品)で示したが，ブロック別と合

計{践にはほとんど箆がなく IJ~Jでは全方位に拡散していた。これは No. Bでは I町 A が少し;込
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Fig 8. 

ー持. . 
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Fig 9. Inoculation point of No. B. 

なった拡散位践を示すが IJ割では合方{立に分散しているようであり No.A と同様である o No. 

Aでは u明から rr，肢にかけて約 lヶ月の{聞に不測の事態が昌三じ先生不能となったと考えられ，

No.Bでは各方位に分散しているようであり，立JUlでやや方位がずれ始め， IIIでは一方向へ伸長

したにすぎない。 ζれらの移行で No.A O)I-C→IV-(A山 C)，No. BのI-C→III-A， トA→II-D

にはほぼ詞織の傾向がみられた。

放射方向への拡散がそれぞれ時じ方位と忠われるこの 3例はそれぞれ I期で子実体発生した後

に，子災体数もしくは翠滋が著しく減少している。

ζれらの例の逆の場合は II-Bが考えられる。 1閣では II-B方般に子災体発生が見られず，

rrj割に多数に発生している。いずれも閣体の諜1請が影響しているように思われる。

しかし， No. A， Bについて北側方向(十Y勅方向)への{gl誌がそれ以上進まなかったのは単

にヒーターによる説度分布澄だけであったかどうかこれ以上推測の域を出ない。

は経l時的lζ拡散増大するiお糸設に比例すると一般に考えられる。 I… IVj剖iζ分け，

体乾燥設f設の変化そ Table4. に示した。そのおよその鎖向は，初期には子実体の似体数は多い

が小型で会設肢は少なく，後になるにつれ子央体数は減少し大型化し会堂盆は増大するようであ



Table 4. Changes of the occurring amounts 
of A. bIsporus in 1 to IV stage. 

Numb巴rou f Adrvy erwagee igo11f t 
sporocarps of' sporoe;Hps 

X Y XxY 

8 3.8 30.4 

No. A rr 
1lI 

lV 3 24.2 72.6 

I 16 2.0 32.0 

No. B rr 16 8.3 132.8 

1lI 

W 
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Fig 10. Change of the occurring amounts to radial 
trends. Upper: Ratio of the number of 
wither邑dprimordia of sporocarp to mature 
sporocarp， and ratio of the tota1. Lower: 
Frequency of mature sporocarp (.) and 
withered primordia of sporocarp (0). 

った。しかしここでは不発生点および不迎統領域が見られ，これ以上支持し得ることはないよう

であった。

次lζNo.A， Bともに友おの臨を比較する。少なくとも子提休の分布している各ブロックの平

均半筏は諒1ii分布まで考慮したお閣に鎖倒している。また人為的な区分ではあるが Nu.A， Bと

もに全体の約 5割が子実体不発生ブロックであった。 ζ のことは子実体が発住さえしていればあ

る集中斑の大きささえ類推できるかもしれない。しかしこの条件下では集中斑の約 5割が米確認

ブロックであった。

Fig. 10 は発生時期の変化にやitう子実体と掠誌の魁の対比を行なった。横輸には，名期ごとに

No. A， Bを合計したそれぞれの平均拡散半筏を畿わし，各期における成熟および未成熟子実体

数を下関に示し，上限にその比率どを示した。

1. 11では隊法数に対する515体数の率は O.5と潟いが孤で 0，JVでは0.01%であった。これは

し立地の子実体発生をj絞淵 (Table4) と仮定すると， その後の不連続的な発生に何等かの影

響が考えられることを示唆している。

このような拡散方式に示す闘絹はi期総形成は行ない得ないのではないか，そして，ここに示し

た土器，発静的なiお獄の不規則なノfターンで分発IE拡散を繰り返す型と矧{針生が11資示されはしない

か，これらは今後の検討繰j認であろう。

5. おわりに

問分布・拡散について， リターおよび地肥棲息閣の場合…

拡散方法について，土器耐性，発苦手性調類のその速度は明らかに認なった。しかし，騒内，諮問

におけるそれぞれの特徴を見い出すことはできなかった。今出，対象とした器物は向者では奥っ



22 

でいたが， i1毒物の租類がE是認であればそれぞれの随獄の持つ生J.ill的および態的要求&1ζ不測の

状出変化が住ずる可能性が大きいようであった。一方粉末状の地胞を均質に近いとするならば，

祐・々の閣の定議後の拡散速度は，謀総選択を介することなく住理的袈求皮に比叫し，かっ住物的

競合作用を加島!とした上で拡散様式が形巡られることとなる O

しかし拡散様式については，ほとんど悲がなく複雑に交錯しながらも自身の鎖城(発隊閣の方

がよりはっきりとした占有窓11司を示した)を確保し拡散してゆくことが認められた。

経i略的な拡散および諮問の競合作用については的糸レベル，すなわち栄謎器官の分布の検討が

必袈であろう。
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Resume 

1n this report the authol・discussedon tbe spartial and dispersion pattern of sporocarps 

of a few autochthonous and zymogenous saprobic fungi. Materials used were as follows. 

Litter-inhabiting f1eshy fungi having tbe organ of rhizomorph (Marasrniellus charnaecytal'i-

dis (Hongo) Hongo， (MC) and Marasrnius androsaceus (Fr.) Fr.， (MA)) in the ]apanese 

cypress chief!y and tbe ]apanese red pine [o1'ests as a example autochlhonous fungI， 

compostイnhabitingfleshy fungi (Cotl'inus lurnurae Hongo et Aoki， (CK)， C. tatouillardii 

Quel.， (CP) and C. sp， (CS)) occurred on the compost which made garbage break into 

ふ
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shatter‘s as a example of zymogenous fungi， and mushroom (Agaricus bistorus (Lange) 

Sing.) occurred on culture bed as a inoculation experiment. 

* Analysis of spartial pattern used Iwao's m-m relation. On the survey of spartial pattern 

of populations comprised of the same Iife form， use of r・ωand p index indl1ced from 

* m同 m relation was effective. 

1. Litter】 inhabitingfl1ngi 

a) Response 1.0 the sl1bslrates 

It was considered that methods of response of autochthonous fungi to litter were the 

following ibree types. 1. Occurrence of a limited species on substrates that partially and 

anywhere distribuied. 2. Occurrence of some species on substraies thai abundadant1y 

disiribl1ted. 3. No relation to occur‘rence of fl1ngi. 

b) Distribution pattern 

Both MC and MA dispersed witb unit of colony or individl1als as repeatedly segregating 

in a irr・egularpattern. The sparti，，1 pattern of both species tended to keep randomly a 

loose colony and their intra-colony distribution were at random. Approximate clump area 

of MC was 156 cm2 in plot A， B， C and MA was 39-78 cm2 in plot E， F. Tbe spartial 

pattern of populations in plots that the annual occurring amounts we1'e stable seemed to 

be roughly constant， bl1t pop111ations 1.bat the amounts were gr・adl1alIychanging seemed to 

be indicated spartial pattern acco1'ding to respective condition. 

2. Compost-inhabiting fl1ngi 

CK and CS showed the same dispersion pattern as litter・-inhabitingfungi dispe1'sed. 

Tbese species intersected in density gradients in tbe opposite directions as keeping terri-

tory each other. Territory of CP was clearly separated from tbese species bl1t method of 

the dispersion showed similar tendency. Approximate cll1mp of CP was double clump 

0.03， 0.25 m2 and CK and CS were also dOl1ble clump 0.01. 0.25 m2• Colonies of CP 

were random distribution and that of the other two aggregated; but tbeir intr・8但 colonies

distri bl1ted at random. 

3. On the expansion of fungi inoculated. 

After the inoculation this species， at first， dispersed to all direction， bl1t the latter OCClト

1'1'色ncecould not to be confirmed. Its dispersion speed between eacb direction seemed to 

be not constanL 




